
・昭

四
和

四
日

市
十

市
九

議
年

会
五

臨
月

時
十

会

r, 

ノ‘
会

日

議
四 録

＾ 日 第
． 

市 号
‘-ノ

市

議

会



第
一
．
四

第
一

k
i

選

挙

第

四

号

選
挙
第

第
一
l
_
-

発
諮
第

一号し

第

選
挙
第

二
号

第 第
，
九

第
[
八

第
＇
七

諮
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
‘
―

故
伊
藤
金
一
君
に
対
す
る
追
悼
の
辞

午
後
一
時
開
会

)， 

報
告
第
，
五
号
．
専
決
処
分
に
つ
い
て
‘
•

四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．． 
諾
案
説
明
・
・
質
疑

．． 
委
員
会
付
託

委
員
長
報
告
・
・
質
疑
、
討
論
、
諾
決

四
日
市
市
諾
会
諮
長
の
辞
戦
に
つ
い
て
ー
一

第
一
〇
口
選
挙
第
．
一
、
号
四
日
市
市
訊
会
諮
長
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
諮
会
副
諮
長
の
辞
戦
に
つ
い
て

三
号

四
日
市
市
謡
会
副
諮
長
の
選
挙
に
つ
い
て
J-‘.i'.

四
日
市
市
諾
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
っ
い
て
[

三
洒
伝
染
病
陪
離
病
舎
組
合
議
会
諾
員
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
．
朝
日
地
区
衛
生
組
合
諮
会
諾
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

諮
案
第
六
一
号

第

六

報
告
第
四
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
．
（

第
五
報
告
第
三
号
一
専
決
処
分
に
つ
い
て
ー

第

四

第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第 第

会
諾
録
署
名
諾
員
の
指
名
に
つ
い
て

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
六
日
（
木
）

〇

諾

事

日

程

第

一

号

-1-



日

程

追

加

会
期
の
延
長
に
つ
い
て

0
出
席
諾
員
（
四
十
三
名
）

日

程

第

八

諮

案

第

六

一

号

日

程

第

七

報

告

第

五

号

日
程
第

六

報

告

第

四

号

日

程

第

五

報

告

第

三

号

日

程

第

四

故
伊
藤
金
一
君
に
対
す
る
追
悼
の
辞

日
程
第

日
程
第

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

議
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
第

0
本
日
の
会
諾
に
付
し
た
事
件

第

一

九

発

議

第

三

号

第

一

八

発

諾

第

二
号

第
一
七

第
一
六

四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
に
つ
い
て

選

挙

第

五

号

四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
い
て

、.

四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

志

萩

政

君

-8一

後

藤

藤

太

郎

君

後

藤

究

治

君

小

林

喜

夫

君

小

林

博

次

君

小

哲

夫

君

粉

林川

茂

君

訓

覇

也

男

君

喜

多

野

等

君

川小

村

浬

君

JI! 

四

郎

君

大

島

武

雄

君

岩

田

久

雄

君

伊

藤

信

君

伊

藤

太

郎

君

小

井

追

夫

君

荒

木

君

峯

四
日
市
港
管
理
組
合
諮
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

天 背

四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
委
員
定
数
の
変
更
に
つ
い
て

春 山

武．．文

治雄 男

君 君

ー2-



0
欠
席
諾
員

(
0名）

〇
諾
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者
r

0
出
席
事
務
局
職
員

誤

事

課

長

JII 

村

得

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

税

務

部

長

杉

本

治

芳

君

総

務

部

長

．．
 
阿

南

輝

彦

君

市

長

公

室
長
‘
.
'

輪

，r
，

喜

代

司

君

収

入

役

庄

司

良

君

助

役

加

＇ ヽ

藤

究．
9

，
；
：
嗣

君

市

長

岩

野

見

齊

君

、1

'[ ，
 

『

9
.
`
'
~

,. 

ヽ
＇
，
．
，
＇
，
！
・

吉

垣

照

男

君

山
｝
し

9

本

・-＼ 

勝

君

-.-
9
 ... 

-～ 

4]

；

山

中

忠

君

〉
．
：
山
―
.
，
．

ロ

信

生
，
＇
、
～
君
・
[

9

、

安

垣

勇

君

六

乎

豊

司

君

松

島

良

君

増

山

英

君

藤

井

泰

治

郎

君

福

田

香

史

君

日

比

義

乎

君

早

J 11 

正

夫

君

服

部

旦
I

弘

君

長

谷

川

鐸

元

君

橋

本

増

蔵

君

橋
．
一
本

建

治

君

野

崎

貞

芳

君

生

, ｝ l l 

乎

蔵

君

中

島

隆

乎

君

出

井

博

君

坪

井

妙

子

君

田

中

政

君

高

橋

力

君

高

井

夫

君

， ．， 

• I 

-5~ 
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〔
伊
藤
太
郎
君
登
埴
〕

表

〔
表
彰
状
授
与
〕

（
拍
手
）

表

ま
か
ら
表
彰
状
の
伝
逹
を
行
い
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

願
い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
か
ら
昭
和
四
十
九
年
五
月
四
日
市
市
諮
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
一
名
で
あ
り
ま
す
。

出
席
要
求
を
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
諾
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
議
事
説
明
者
要
求
書
写
し
の
と
お
り
で

あ
り
ま
す
。

本
日
の
諾
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

永
年
勤
続
諮
員
表
彰
状
伝
達
の
件

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

会
定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
故
伊
藤
金
一
君
が
二
十
年
以
上
の
勅
続
議
員
と
し
て
、
ま
た
荒
木
武
治
君
、
伊
藤
太
郎
君
、
志
秩
政
一
君
、

生
川
乎
蔵
君
、
服
部
昌
弘
君
、
以
上
の
五
名
が
十
五
年
以
上
の
勤
続
議
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い

〔
荒
木
武
治
君
登
坑
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

あ
な
た
は
市
諾
会
諾
員
の
要
耽
に
あ
る
こ
と
十
五
年
、
鋭
意
市
政
の
振
典
に
つ
と
め
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
絞
は
ま
こ

と
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

彰

お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
諾
事
日
程
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ぉ

会
諾
に
先
立
ち
ま
し
て
、
去
る
四
月
二
十
四
日
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
五
十
七
回
東
海
市
議
会
議
長

よ
っ
て
、
こ
こ
に
本
会
表
彰
規
定
に
よ
り
記
念
品
を
贈
呈
し
、
こ
れ
を
表
彰
し
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
十
四
日

〇
誤
長
（
山
口
信
生
君
）

彰

主

状 状 事

午
後
一
時
四
分
開
会

補

伊

藤

太

郎

殿 鈴

『

木

一

進

午

浜

松

市

諾

会

議

長

荒

木

武

治

殿

四
日
市
市
諮
会
諾
員

束
海
市
誤
会
議
長
会
会
．
長

四
日
市
市
議
会
議
員

J l l 

北

悟

司

君

主

事

西

口

徹

君

諾

事

係

長

板

崎

大

之

丞

君

--7- -6-



ご
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

日
程
第
一
会
諾
録
署
名
諾
員
の
指
名
に
つ
い
て

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）
日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

会
諮
録
署
名
諾
員
は
、
会
諮
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お
い
て
、
川
村
深
君
及
び
野
碕
貞
芳
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
二

次
に
日
程
第
二
、
諾
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
を
諾
瞑
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
議
員
の
所
属
会
派
の
異
動
に
よ
り
議
席
の
一
部
を
変
更
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
喜
多
野
等
君
、
出
井
博
君
の
諾
席
を
た
だ
い
ま
ご
殖
席
の
と
お
り
変
更
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

諾
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

〇
誤
長
（
山
口
信
生
君
）

こ
れ
よ
り
会
諾
に
入
り
ま
す
。

〔
表
彰
状
授
与
〕

（
拍
手
）

以

下

同

文

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

〔
表
彰
状
授
与
〕

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

〔
表
彰
状
授
与
〕

〔
服
部
昌
弘
君
登
坦
〕

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

（
拍
手
）

以

下

同

文
〔
生
川
乎
蔵
君
登
壇
〕

（
拍
手
）

以

下

同

文

〔
表
彰
状
授
与
〕

〔
志
秋
政
一
君
登
痘
〕

以

下

同

文

（
拍
手
）

表 表 表

彰 彰 彰

状 状 状

服

部

四
日
市
市
議
会
議
員

四
日
市
市
誤
会
議
員

四
日
市
市
議
会
議
員

｝
 

昌

生 志

秋

政

弘

殿

乎

蔵

殿

殿

---9-
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〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

更
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

日
程
第
三

次
に
日
程
第
三
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
諾
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

伊
藤
金
一
君
は
、
去
る
五
月
六
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
痛
惜
哀
悼
の
き
わ
み
に
た
え
ま
せ
ん
。
伊
藤
金
一
君
の
霊
に
対
し
黙

蒻
を
さ
さ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
起
立
願
い
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

ご
着
席
願
い
ま
す
。

こ
の
際
、
服
部
昌
弘
君
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。

服
部
昌
弘
君

0
服
部
昌
弘
君

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
っ
て
＼
喜
多
野
等
君
、
出
井
博
君
の
議
席
を
た
だ
い
ま
ご
荒
席
の
と
お
り
変

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
っ
て
、
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

故
伊
藤
金
一
君
に
対
す
る
追
悼
の
辞

次
に
日
程
第
四
、
故
伊
藤
金
一
君
に
対
す
る
追
悼
の
辞
。

伊
藤
金
一
君
に
は
昨
年
十
一
月
健
康
が
す
ぐ
れ
ら
れ
ず
、
市
立
四
日
市
病
院
に
入
院
さ
れ
、
そ
の
後
専
心
加
療
に
つ
．
と
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
手
当
て
の
か
い
も
な
く
五
月
六
日
早
朝
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
同
僚
諾
員
と
し
て
ま
こ
と
に
痛
惜
に
た
え
な
い
と
こ

つ
つ
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
に
そ
の
ご
逝
去
を
い
た
み
、

君
は
、
至
誠
温
厚
篤
実
に
し
て
常
に
公
事
に
尽
く
さ
れ
、
た
め
に
人
望
き
わ
め
て
高
く
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
本
市
諮
会
に
席
を
占
め

ら
れ
て
以
来
当
選
六
回
、
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
諾
会
人
と
し
て
市
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
問
、
総
務
委
員
長
、
監
査
委
員
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
四
日
市
市
消
防
団
の
分
団
長
、
副
団
長
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
消
防
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
る
等
、
常
に
君
は
住
民
の
滋
鉦

i

増
進
に
献
身
的
な
努
力
を
傾
注
さ
れ
て
ま
い
ら
れ
ま
し
た
。

君
は
、
ま
た
実
業
家
と
し
て
も
立
志
伝
的
な
方
で
あ
り
ま
し
て
、
す
ぐ
れ
た
経
営
手
腕
と
不
撓
不
屈
の
精
神
力
を
も
つ
て
今
日
の
束
邦

地
水
株
式
会
社
隆
昌
の
基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
毎
業
界
の
重
戟
を
歴
任
さ
れ
て
、
地
域
経
済
発
展
に
も
ま
た
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご

功
績
も
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
議
会
は
、

諾
員

君
の
ご
と
き
翌
宮
な
経
験
と
識
見
を
兼
ね
た
人
材
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
申
し
上
げ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

に
不
帰
の
客
と
な
ら
れ
、
あ
り
し
日
の
容
姿
と
け
い
が
い
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
か
え
す
が
え
す
も
痛
惜

追
悼
の
こ
と
ば
。

〔
服
部
昌
弘
君
登
坦
〕

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔黙

誌
〕

〔
総
員
起
立
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

黙
認
。

日
程
第
四

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

〇
誤
長
（
山
口
信
生
君
）

つ
い

....11 .... 
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提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

市
長
。

日
程
第
八
諾
案
第
六
十
一
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

0
市
長
（
岩
野
見
窃
君
）

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
各
報
告
に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
申
し
上
げ
ま
ナ
9

報
告
第
三
号
及
び
第
四
号
は
、
い
ず
れ
も
去
る
三
月
の
定
例
会
に
お
い
て
旧
年
度
補
正
予
算
を
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
際
に
経
過
の

概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
、
ご
了
承
賜
わ
り
ま
し
た
い
わ
ゆ
る
ス
ラ
イ
ド
制
の
適
用
に
伴
う
工
事
請
負
契
約
に
か
か
る
更
改
契
約
の
締
結

を
、
専
決
処
分
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
特
に
報
告
第
四
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、

伴
い
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る
諾
決
事
件
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り

報
告
第
五
号
は
、
去
る
四
月
二
十
七
日
に
公
布
、
施
行
せ
ら
れ
ま
し
た
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基

づ
く
国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
の
特
別
措
置
に
禅
じ
て
、
本
市
戦
員
に
対
し
て
も
、
三
月
、
六
月
及
び
十
二
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の

ほ
か
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
限
り
同
法
の
施
行
日
を
甚
準
日
と
し
て
期
末
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
必
要
な
本
市
職
員
給
与

条
例
等
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分
に
よ
り
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
審
諾
い
た
だ
き
、
ご
承
認
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

0
話
長
（
山
口
信
生
君
）

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

提
出
理
由
の
説
明
は
お
開
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
願
い
ま
す
。

〔
「
た
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
は
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
．

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

次
に
日
程
第
八
、
議
案
第
六
十
一
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〔
市
長
（
岩
野
見
震
君
）
登
壇
〕

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
議
案
第
六
十
一
号
は
、
本
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案
で
あ
り
ま
し
て
、
今
回
の
改
正
は
、

個
人
市
民
税
に
お
け
る
身
体
障
害
者
、
老
年
者
等
に
対
す
る
減
免
範
囲
の
拡
大
、
青
色
申
告
者
の
う
ち
み
な
し
法
人
課
税
を
選
択
し
た
者

に
対
す
る
諌
税
の
特
例
、
市
民
税
、
法
人
税
割
り
の
税
率
の
引
き
上
げ
、
小
規
模
住
宅
用
地
及
び
個
人
が
所
有
す
る
非
住
宅
用
地
に
か
か

ま
す
。 〔

市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
痘
〕

提
出
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

市
長
。

て
の
三
件
を
一
括
諾
題
と
い
た
し
ま
す
。

〇
諮
長
（
山
口
信
生
君
）

日
程
第
七

日
程
第
五

に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
君
が
あ
り
し
日
の
而
影
を
し
の
び
、
生
前
の
ご
功
蹟
を
た
た
え
、
ひ
た
す
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
も
つ
て
追
悼
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
●

報
告
第
三
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
な
い
し

報
告
第
五
号
専
決
処
分
に
つ
い
て

次
に
日
程
第
五
、
報
告
第
三
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
な
い
し
日
程
第
七
、
報
告
第
五
号
専
決
処
分
に
つ
い

ス
ラ
イ
ド
制
に
よ
る
契
約
金
額
の
増
加
に
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ま
す
。 〔

総
務
委
員
長
（
志
秩
政
一
君
）
登
壇
〕

本
件
に
関
す
る
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
話
を
開
き
ま
す
。

諾
案
第
六
一
号

0

総

務

委

員

会

付

託

諾

案

覧

る
固
定
資
産
税
の
負
担
の
緩
和
措
置
並
び
に
電
気
ガ
ス
税
に
つ
い
て
、
電
気
税
と
ガ
ス
税
と
の
分
離
、
ガ
ス
税
の
税
率
の
引
き
下
げ
等
を

お
も
な
る
内
容
と
し
て
、
さ
き
に
行
わ
れ
ま
し
た
地
方
税
法
そ
の
他
関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
市
民
税
、
法
人
税
割
り
の
税
率
の
引
き
上
げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
国
税
、
地
方
税
を
通
じ
て
の
法
人
の
実
効
税
負
担
水
準
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
つ
て
、
都
市
に
お
け
る
税
涜
の
充
実
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
甚
本
構
想
に
苺
づ
く
各
種
施

策
を
極
力
推
進
す
る
た
め
の
財
瀕
を
確
保
す
る
必
要
性
に
か
ん
が
み
、
慎
重
に
検
討
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
法
改
正
に
よ
り
、

茄
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
標
準
税
率
に
さ
ら
に
一
・
ニ
％
を
加
え
た
一
三
・
三
％
の
超
過
税
率
を
採
用
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
か
ょ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご
決
議
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

提
案
理
由
の
説
明
は
、
お
開
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
願
い
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

本
件
を
総
務
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

総
務
委
員
長

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

諮
案
第
六
十
一
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

志
秋
政
一
君
。

0
総
務
委
員
長
（
志
秩
政
一
君
）

表
（
昭
和
四
十
九
年
五
月
臨
時
会
）

午
後
三
時
三
十
三
分
再
開

た
だ
い
ま
誤
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
議
案
第
六
十
一
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
件
は
国
の
地
方
税
法
そ
の
他
関
係
法
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
今
回
は
法

人
市
民
税
に
つ
い
て
新
た
に
法
に
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
市
独
自
の
課
税
率
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
市
長
の
出
席
を
求
め
慎
韮
に
種
々
検
討
し
た
結
果
、

ー
ニ
・
一

一
部
委
員
か
ら
市
税
条
例
の
一
部
改
正
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
低

所
得
者
層
に
対
す
る
個
人
市
民
税
等
に
つ
い
て
も
、
市
独
自
の
制
度
を
採
用
し
て
お
り
異
論
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
市
税
条
例
の
一

部
改
正
の
華
礎
に
な
っ
て
い
る
国
の
今
回
の
税
制
改
正
に
異
論
が
あ
る
の
で
反
対
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
，
、
ま
す
ま
す
増
大

す
る
行
政
需
要
に
対
処
す
る
た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
措
置
と
認
め
、
本
件
を
贅
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
承
認
い
た
し
た
次
第
で
あ
り

以
上
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
務
委
員
会
の
審
査
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

午
後
一
時
二
十
一
分
休
憩

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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電
気
ガ
ス
税
の
場
合
、
免
税
点
を
電
気
千
二
百
円
、
ガ
ス
ニ
千
七
百
円
に
引
き
上
げ
、
低
所
得
者
陪
へ
の
減
税
を
行
っ
た
と
し
て
お
る

わ
け
で
す
が
、

こ
の
程
度
の
引
き
上
げ
で
は
今
後
予
想
さ
れ
ま
す
電
気
、
ガ
ス
料
金
の
値
上
げ
で
そ
の
効
果
は
吹
つ
飛
ん
で
し
ま
う
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
む
し
ろ
勤
労
者
の
需
気
、
ガ
ス
税
は
廃
止
す
ぺ
き
だ
と
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
見
ま
す
と
、
二
百
乎
米
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
勤
労
者
の
小
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
昨
年
の

改
正
で
評
価
額
の
五
〇
外
に
課
税
す
る
は
ず
の
も
の
を
二
五
外
に
引
き
下
げ
て
課
税
す
る
こ
と
に
よ
り
減
税
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
三
年
ご
と
の
い
わ
ゆ
る
評
価
が
え
制
度
に
よ
つ
て
四
十
八
年
に
評
価
が
え
を
行
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
列
島
改
造
論
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
大
企
業
の
土
地
投
機
や
土
地
買
い
占
め
が
地
価
を
つ
り
上
げ
、
売
買
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
な
い
勁
労
者
の
宅
地
ま
で
が
こ
の
影
塔
を
受
け
て
、
三
十
八
年
に
比
ぺ
ニ
十
七
倍
、
四
十
五
年
の
三
年
前
の
評
価
が
え
の
と

き
と
比
べ
て
一
・
八
五
倍
と
は
ね
上
が
つ
て
念
り
ま
す
。

今
回
の
減
税
は
、
今
こ
の
評
価
方
法
の
根
本
的
な
矛
盾
に
よ
っ
て
異
常
に
高
く
評
価
さ
れ
、
高
額
の
固
定
資
産
税
を
収
奪
さ
れ
る
国
民
の

怒
り
を
回
避
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
匠
に
過
ぎ
な
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
税
の
法
人
税
割
り
の
場
合
、
標
準
税
率
三
％
、

制
限
税
率
三
・
八
外
の
引
き
上
げ
と
な
っ
て
、
・
市
町
村
の
自
主
財
浣
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
措
置
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
確
か
に
財
政
危
機
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
市
町
村
の
自
主
財
稼
を
幾
ら
か
で
も
充
実
す
る
こ
と
に
は
一
定
の
意
義
が
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
で
決
し
て
十
分
な
引
き
上
げ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
地
方
税
全
体
の
中
で
法
人
住
民
税
は
昨
年
の
―
ニ
・
ニ

外
か
ら
一
ー
・
七
茄
へ
と
構
成
比
が
下
が
っ
た
半
面
、
個
人
住
民
税
は
ニ
ー
．
ー
・
七
％
か
ら
ニ
ニ
・
九
％
へ
．
と
逆
に
上
が
つ
て
お
り
ま
す
。

四
日
市
の
場
合
、
市
民
税
の
税
収
の
中
で
個
人
、
法
人
の
構
成
の
変
化
を
見
て
ま
い
り
ま
す
と
、
四
十
二
年
度
と
四
十
七
年
度
の
場
合
、

九
％
の
個
人
住
民
税
所
得
割
り
の
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。
し
か
し
実
態
は
必
ず
し
も
そ
う
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
坦
〕

小
井
道
夫
君
゜

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

委
員
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
願
い
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

別
段
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
委
員
長
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
ナ
の
で
発
言
を
許
し
ま
す
。

諾
案
第
六
十
一
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
反
対
の
立
場
で
意
見
を
述
ぺ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
市
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
四
月
三
十
日
に
全
野
党
の
反
対
を
押
し
切
つ
て
成
立
し
た
四
十
九
年
度
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
甚

づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

I 
へ1

こ
の
中
で
特
に
市
民
税
、
法
人
税
割
り
の
税
率
に
つ
い
て
四
日
市
の
新
し
い
措
置
も
含
ま
れ
て
お
る
わ

政
府
は
、
こ
の
地
方
税
の
改
正
で
個
人
の
住
民
税
、
小
住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
な
ど
の
負
担
の
軽
減
、
市
町
村
民
税
、
法
人
税
割
り

そ
の
他
の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
市
町
村
財
諒
の
充
実
な
ど
を
、
勤
労
者
の
減
税
と
自
治
体
の
財
涜
確
保
だ
と
し
て
盛
ん
に
宜
伝
を
し
て

市
民
税
の
場
合
、
地
方
税
法
改
正
に
よ
っ
て
見
て
み
ま
す
と
、
四
十
七
年
の
年
収
百
五
十
万
の
夫
婦
と
子
供
二
人
の
四
人
家
族
の
昨
年

度
の
市
民
税
は
二
万
三
千
百
八
十
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
四
十
八
年
の
名
目
所
得
が
ニ
ー
・
八
外
の
上
昇
と
い
う
こ
と
で
ま
ず
百
八
十
万
と

見
た
場
合
に
、

四
十
九
年
度
の
市
民
税
は
二
万
九
千
六
百
円
、
差
し
引
き
六
千
四
百
二
十
円
の
増
税
と
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
名
目
賃
金
が
四
十
七
年
に
比
ぺ
て
四
十
八
年
は
ニ
ー
・
八
祐
に
上
昇
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
市
民
税
の
課
税
最
低
限
を
一
七
•
四
％

ァ
ッ
プ
に
押
さ
え
、
適
用
税
率
の
所
得
額
ス
ラ
イ
ド
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
現
に
政
府
は
市
町
村
税
で

委
員
長
の
報
告
は
お
開
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
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個
人
は
五
ニ
・
三
三
外
か
ら
六
六
•
五
九
佑
、
法
人
は
四
七
•
六
七
伶
か
ら
三
三
•
四
一
％
に
下
が
つ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
市
民
税
の
税
収
の
伸
び
率
は
、
個
人
の
場
合
が
四
十
二
年
度
対
四
十
七
年
度
で
二
七
六
・
九
％
、
法
人
の
場
合
が
一
五
ニ
・
五
伶

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
四
十
九
年
度
の
法
人
税
法
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
の
税
率
は
三
六
・
七
五
か
ら
四
〇
佑
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
＿
そ
の
市
町
村
財

政
の
は
ね
返
り
も
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

一
方
で
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ
り
同
措
置
を
再
編
し
拡
充
し
て
諸
引
当
金
や
準
備

金
、
特
別
償
却
の
新
た
な
創
設
や
期
間
延
長
を
行
っ
て
お
り
、

こ
と
は
明
ら
か
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
五
一
ダ
、

そ
の
結
果
法
人
へ
の
実
効
税
率
が
予
定
の
四
五
％
よ
り
低
く
な
っ
て
く
る

フ
ラ
ン
ス
の
五
〇
佑
、
西
ド
イ
ツ
の
四
十
九
佑
に
比
べ
て
依
然
低
い
わ
け
で
ご

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
見
て
も
、
法
人
住
民
税
の
税
率
を
も
つ
と
大
幅
に
引
き
上
げ
る
ぺ
き
ズ
あ
り
、
そ
の
根
拠
は
十
分
あ
る
と
い
つ
て

そ
し
て
許
し
が
た
い
こ
と
に
は
、
こ
の
市
町
村
の
法
人
税
割
り
の
税
率
ア
ッ
プ
の
反
面
で
府
県
の
そ
れ
を
削
減
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
大
衆
諜
税
と
な
る
自
動
車
取
得
税
の
増
税
で
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
し
て
お
る
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
先
ほ
ど
も
若
干
触
れ
ま
し
た
が
、
大
企
業
や
資
産
家
に
対
す
る
特
権
的
な
減
免
税
の
措
置
を
今
回
に
お
い
て
も

若
干
の
例
外
を
除
き
ま
し
て
さ
ら
に
強
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
市
財
政
に
と
つ
て
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
ま
す
電
気
税
、
ガ
ス
税

の
非
課
税
措
置
に
つ
い
て
も
、
拡
大
こ
そ
さ
れ
て
い
ま
す
が
全
く
縮
小
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
問
題
を
持
つ
も
の
で

あ
れ
ば
こ
そ
国
会
で
は
全
野
党
が
反
対
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し
て
も
、
甚
本
的
に
そ
の
よ
う
な
問
題
を
持
つ
も
の
で
賛
成
で
き
な
い

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
中
で
市
民
税
の
自
主
減
免
の
範
囲
の
拡
大
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
を
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
た
今
回
の
市
税
条
例
改
正
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
お
り
ま
す
市
民
税
の
法
人
税
割
り
の
税
率
に
つ
い
て
、
初
め
て
超
過
税
率
を
採

用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
の
主
張
を
一
部
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
限
り
で
評
価
を
し
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
へ
こ
れ
は
私
た
ち
の
資
本
金
一
億
円
以
上
制
限
に
つ
い
て
、
制
限
税
率
一
ば
い
ま
で
の
主
張
と
は
及
ば
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
点
の
不
均
一
課
税
に
つ
い
て
制
度
的
制
約
が
あ
る
と
し
ま
し
て
も
、
市
街
化
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
宅
地
並
み
課
税
の

事
実
上
の
軽
減
措
置
を
四
十
八
年
度
末
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
い
、
さ
ら
に
そ
の
拡
充
を
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
資
本
金
一
億
円
未

満
の
中
小
商
工
企
業
の
営
業
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
企
業
法
人
に
対
し
て
制
限
税
率
の
一
四
•
五
佑
を
と
る
か
、
条
例
改
正
案
の
一
三
・
三
外
を
と
る
か
に
よ
っ
て
一
億
数
千
万
円
か
ら

二
憶
円
の
違
い
も
出
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
財
政
逼
迫
と
い
わ
れ
る
中
で
貴
重
な
財
瀕
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
わ
け
で
ご

以
上
の
点
か
ら
見
ま
し
て
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
私
た
ち
は
甚
本
的
に
は
大
衆
課
税
を
一
段
と
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
大

企
業
に
依
然
特
権
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、

ま
た
市
財
政
の
充
実
に
は
不
十
分
な
措
置
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
，
反
対
す
る
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
私
た
ち
は
引
き
続
き
大
衆
課
税
の
強
化
に
反
対
し
、
そ
の
減
免
と
、
大
企
業
に
対
す
る
特
権
的
減
免
税
の
廃
止
、

地
方
税
財
瀕
の
確
保
の
た
め
に
努
力
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
そ
の
点
の
強
力
な
実
効
の
あ
る
対

策
と
述
動
を
強
く
要
望
し
て
、
私
の
反
対
の
意
見
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
口
信
生
君
）

こ
れ
よ
り
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
対
す
る
委
員
長
の
報
告
は
可
決
で
あ
り
ま
す
。
本
件
は
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
決
ナ

ざ
い
ま
す
。

ま
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
拡
大
を
望
み
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
も
つ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

袋
以
成
者
起
立
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
ょ
つ
て
、
．
．
本
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

こ
の
際
、
本
日
の
会
議
時
間
は
諾
事
の
都
合
に
よ
り
へ

暫
時
、
休
憩
い
た
し
1

こ
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
ナ
。
こ
の
際
、
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
一
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

〇
議
長
（
山
口
信
生
君
）

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
っ
て
、

会
期
の
延
長
に
つ
い
て

会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
問
と
諾
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
‘
諾
事
の
都
合
に
よ
り
、
会
期
を
五
月
十
七
日

ま
で
の
一
日
間
延
長
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

あ
ら
か
じ
め
こ
れ
を
延
長
い
た
し
ま
す
9

こ
の
際
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
諾
題
と
す
る
こ

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、
会
期
は
五
月
十
七
日
ま
で
の
一
日
間
延
長
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
日
の
会
諮
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
、
延
会
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

次
回
は
、
明
日
午
前
十
時
か
ら
会
諾
を
開
き
ま
す
。

本
日
は
こ
れ
を
も
つ
て
延
会
い
た
し
ま
す
。

ご
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、
本
日
は
こ
れ
を
も
つ
て
延
会
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

午
後
十
一
時
三
分
延
会

日
程
追
加

と
に
決
し
ま
し
た
。

あ
り
ま
せ
ん
か
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。 午

後
十
、
一
時
二
分
再
開

午
後
五
時
五
十
七
分
休
憩

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

る
こ
と
に
授
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

午
後
五
時
五
十
六
分
再
開

午
後
三
時
四
十
六
分
休
憩
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昭
和
四
十
九
年
五
月
十
七
日

四

日

市

市

議

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
議
録

（
第
二
号
）

会
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日
程
第

日
程
第

選
挙
第
一
号

四
日
市
市
諾
会
副
諾
長
の
辞
戦
に
つ
い
て

日
程
第

0
本
日
の
会
諾
に
付
し
た
事
件

四
日
市
市
諾
会
諾
長
の
辞
戦
に
つ
い
て

第

発

諾

第

三

号

第
一

0
発
諾
第

二
号

第

九

第

八

四
日
市
港
管
理
粗
合
諾
会
諾
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
に
つ
い
て

選
挙
第

五
号

第

七

第

六

選
挙
第

選
挙
第

四
号 号

第

五

発

諾

第

一
号

第

四

選

挙

第

二
号

第

四
日
市
市
諾
会
罰
諾
長
の
辞
院
に
つ
い
て

第

選
挙
第

一
号

第

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
七
日
（
金
）

四
日
市
市
諾
会
諾
長
の
辞
耽
に
つ
い
て

午
前
十
時
開
諾

四
日
市
市
諾
会
諾
長
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
諾
会
副
誤
長
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
諾
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

三
洒
伝
染
病
煕
難
病
舎
組
合
諾
会
諾
員
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
諾
会
諾
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
委
員
定
数
の
変
更
に
つ
い
て

四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

〇

諾

事

日

程

第

二

号
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0
出
席
諾
員
（
四
十
三
名
）

日

程

追

加

諾

案

第

六

二

号

発

諾

第

三

号

日
程
第
一
〇

日
程
第
一
―

発
議
第

二
号

日

程

第

九

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
に
つ
い
て

日

程

第

八

選

挙

第

五

号

日

程

第

七

選

挙

第

四

号

日
程
第

六

選

挙

第

三

号

日

程

第

五

発

諾

第

一
号

日

程

第

四

選

挙

第

二
号

四
日
市
市
諾
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

中 出 坪 田 高

島

隆

乎

君

井

博

君

井

妙

子

君

中

政

君

高

．．
 

橋

力

君

井

夫

君

志

稜

政

君

後

藤

藤

太

郎

君

後

藤

寛

治

君

小

林

喜

夫

君

小

林

博

君

小

林

哲

次＿夫

君

粉

JII 

茂

君

訓

覇

也

男

君

喜

多

野

等

君

JII 

村

襟

君

小

JII 

四

郎

君

大

島

武

雄

君

岩

田

久

雄

君

伊

藤

信

君

伊

藤井

太道

郎

小荒

夫

君君

木

武

治

君

天

春

文

雄

背

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

山

三
洒
伝
染
病
陪
離
病
舎
組
合
諮
会
諾
員
の
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
諾
会
諾
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
委
員
定
数
の
変
更
に
つ
い
て

峯

男

君 君
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〇
欠
席
話
員

(
0名）

〇
訊
事
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

0
出
席
事
務
局
耽
員

主

事

補

J 11 

北

悟

司

君

主

事

西

口

徹

君

諾

事

係

長

板

崎

大

之

丞

君

謡

事

．

課

長

JII 

村

得

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

梢

防
次

長長

荻倉

田谷

徳

裕助

君君

＇衷産総市収助市

境業務
長

公入
部部部

室

長長長長役役長

園郊阿三庄加岩

浦野南翰司｀藤野

和正輝喜良冗見

代

己和彦司一嗣齊

君君君君君君君

吉

垣

照

男

君

山

本

勝

君

山

中

忠

君

山

口

信

生

君

安

垣

勇

君

六

乎

丑：

司

君

松

島

良

君

増

山

英

君

藤

井

泰

治

郎

君

福

田

香

史

君

日

比

義

乎

君

早

JII 

正

服

部

昌

夫・弘

君 君

長

谷

川

鐸

元

君

橋

本

増

双

君

橋

本

建

治

君

野

崎

貞

芳

君

生

JII 

平

蔵

君
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〇
副
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

〇
副
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
山
口
信
生
君
の
諾
長
の
辞
戦
を
許
可
す
る
こ
と
に
と
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
●

〔
山
口
信
生
君
諾
場
中
央
に
進
む
〕

0
山
口
信
生
君
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

過
去
一
年
間
、
何
の
波
乱
も
な
く
、
皆
さ
ん
に
今
日
退
任
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
ま
す
こ
と
は
ヽ
老
齢
の
ゆ
え
と
い
う
加
護
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
、
支
持
、
こ
の
二
つ
で
今
日
ま
で
ま
い
っ
た
こ
と
と
私
は
心
か
ら
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

過
去
一
年
間
振
り
返
つ
て
み
ま
す
る
と
、
も
諾
長
に
な
っ
た
限
り
は
名
前
だ
け
の
議
長
で
は
困
る
と
、
何
と
か
市
に
足
跡
を
残
し
て

私

議
長
を
退
き
た
い
と
い
う
の
が
私
の
、
諾
長
に
就
任
当
時
の
考
え
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
就
任
早
々
私
は
四
日
市
の
行

政
囲
、
す
な
わ
ち
、
川
越
、
朝
日
、
楠
、
菰
野
等
四
町
内
村
を
回
り
ま
し
て
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
の
名
の
も
と
に
歴
訪
し
て
合
併
を
進
め

四
日
市
市
諾
会
副
謡
長
段

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
六
日

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

本
件
は
私
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
退
席
い
た
し
ま
す
。

辞

取

肛

今
殷
都
合
に
よ
り
、
四
日
市
市
諾
会
諮
長
を
辞
取
い
た
し
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-― 

よ
っ
て
、

山
口
信
生
君
の
諾
長
の
辞
戦
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

四
日
市
市
議
会
諾
長
山
口
信
生

〔
諾
事
謀
長
（
川
村
得
二
君
）

朗
読
〕

ま
ず
、
辞
耽
団
を
朗
読
い
た
さ
せ
ま
す
。

〇
刷
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

諾
長
山
口
信
生
君
か
ら
、
諾
長
の
辞
戟
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

〔
諾
長
（
山
口
信
生
君
）
退
席
、
副
諾
長
（
増
山
英
一
君
）
済
席
〕

日
程
第
一
、

四
日
市
市
諾
会
諾
長
の
辞
耽
に
つ
い
て
を
諾
題
と
い
た
し
ま
ナ
。

日
程
第

四
日
市
市
諾
会
該
長
の
辞
耽
に
つ
い
て

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諾
を
開
き
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
口
信
生
君
）

た
だ
い
ま
の
出
席
諾
員
数
は
、

本
日
の
諾
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
諾
事
日
程
第
二
号
に
よ
り
と
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

三
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。

午
前
十
時
三
分
休
憩

午
後
四
時
四
十
七
分
再
開

た
だ
い
ま
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

午
前
十
時
二
分
開
諾

一

-2 9-
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た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
諾
員
に
な
っ
て
か
ら
何
と
か
し
て
四
日
市
を
五
十
万
都
市
に
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
議
員
に
な
っ
た
念

願
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
再
度
諾
長
に
皆
さ
ん
に
信
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
挙
に
出
た
も
の
て
ご
ざ
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

情
勢
が
非
常
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
長
い
こ
と
私
が
思
っ
て
た
こ
と
は
、
こ
れ
は
念
願
か
な
わ
な
か
っ
た
と
、
こ
う
い
う
始
末
に
終
わ

っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
私
が
意
欲
を
燃
や
し
ま
し
た
の
は
、
ど
う
し
て
も
い
ま
一
歩
四
日
市
が
他
都
市
並
み
に
ひ
と
つ
都
市
改
造
を
し
＇
て
み
た
い
と
。
そ

れ
と
も
う
ー
つ
は
、
大
き
な
港
を
か
か
え
と
る
の
で
、
背
後
地
の
道
路
整
備
を
し
て
み
た
い
と
。
こ
う
い
う
こ
と
を
諾
長
で
あ
り
な
が
ら

夢
を
抱
い
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
道
路
問
題
は
予
算
の
抑
制
で
と
て
も
こ
れ
は
不
可
能
と
あ
き
ら
め
ま
し
て
、
皆

さ
ん
の
ご
承
知
の
よ
う
に
工
業
高
校
の
移
転
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
考
え
と
実
際
と
に
陪
た
り
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
い
ま
だ
に
緒
に
つ
か
ぬ
よ
う
な
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
点
は
皆
さ
ま
に
重
々
お
わ
び
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
幸
い
に
し
て
後
剌
皆
さ
ん
に
選
任
し
て
い
た
だ
＜
諾
長
さ
ん
に
こ
れ
を
何
と
か
し
て
処
理
を
願
い

た
い
と
い
う
、
私
は
皆
さ
ん
に
訴
え
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
次
に
は
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
都
市
改
造
の
二
弾
と
い
た
し
ま
し
て
、
操
車
場
を
含
む
関
西
線
の
四
日
市
駅
の
高
架
に

持
つ
て
い
つ
て
、
こ
れ
を
都
市
改
造
の
目
玉
商
品
に
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
て
お
り
ま
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
も
事
業
が
大
き
過
ぎ
ま
し
て
、
私
の
任
期
一
年
で
は
と
て
も
緒
に
つ
く
こ
と
が
で
き
な
ん
だ
と
い
う
、
私
は
こ
の
二
つ
の
課
題
を
残

し
て
去
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
か
ひ
と
つ
後
任
の
諾
長
さ
ん
に
こ
の
点
を
よ
く
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
私
は
諮
長
を

去
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ど
う
も
一
年
の
問
、
皆
さ
ん
よ
う
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、

日
程
第
二

選
挙
第
一
号
四
日
市
市
諾
会
諾
長
の
選
挙
に
つ
い
て

0
間
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

〔
諾
坦
閉
鎖
〕

〇
副
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

〇
副
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

ー
た
だ
い
ま
の
出
席
諾
員
数
は
（
四
十
二
人
で
あ
り
ま
す
。

投
票
用
紙
を
配
布
い
た
さ
せ
ま
す
。

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
ナ
。

〔
投
猥
箱
点
検
〕

〇
副
誤
長
（
増
山
英
一
君
）

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
は
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
記
戟
の
う
え
、
順
次
投
票
願
い
ま
す
。

〔
各
員
投
票
〕

J

i

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
老
あ
り
〕

〇
副
諾
長
（
増
山
英
＿
君
）

配
布
淵
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
投
票
用
紙
配
布
〕

投
票
用
紙
の
配
布
淵
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

諾
坦
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

〔
拍
手
〕

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
ま
す
。
あ
り

次
に
日
程
第
二
、
選
挙
第
一
号
四
日
市
市
諾
会
諾
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。
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（
拍
手
）

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）
諾
坦
中
央
に
進
む
〕

皆
さ
ま
に
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

山
中
忠
一
君
゜

喜
多
野
等
君

一
両
が

十
四
黙

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
訓
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

諾
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

〔
話
坦
開
鎖
〕

也
男
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
両
君
の
立
ち
会
い
を
顧
い
ま
す
。

〔
開
察
〕

0
間
諾
長
（
増
山
英
一
君
）

投
累
桔
数
四
十
二
菜

そ
の
う
ち
、

有

効

投

菜

有
効
投
雰
中

山
中
忠
一
君

野
芍
貞
芳
君

四
十
二
菜

二
十
七
罪

投
票
洞
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

開
菜
を
行
い
ま
す
。
会
誤
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
天
春
文
雄
君
及
び
訓
覇

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
選
学
の
法
定
得
菜
数
は
十
一
菜
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
山
中
忠
一
君
が
四
日
市
市
諾
会
諾
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
私
た
ち
の
任
期
も
余
す
と
こ
ろ
一
年
と
、
私
た
ち
が
市
民
に
対
し
て
の
ご
奉
公
申
し
上
げ
る
最
後
の
一
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
韮
大
な
る
沢
任
を
持
つ
て
、
最
後
の
諾
長
を
皆
さ
ま
は
長
時
間
に
わ
た
つ
て
慎
煎
審
誤
練
つ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

は
か
ら
ず
も
、
私
ご
と
き
浅
学
非
オ
な
徴
弱
た
る
も
の
が
四
日
市
市
諾
会
の
名
脊
あ
る
席
を
汚
さ
せ
て
も
ら
う
結
果
に
な
っ
た
こ
と
を
心

よ
り
厚
く
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
感
謝
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
七
十
年
代
を
迎
え
、
非
常
に
激
勁
の
世
界
が
、
い
ま
わ
れ
わ
れ
の
目
の
前
に
展
開
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

経
済
、
政
治
に
い
た
し
ま
し
て
そ
の
転
換
期
に
あ
た
っ
て
、
四
日
市
市
諾
会
の
今
年
度
の
市
政
の
う
え
に
も
い
ろ
い
ろ
の
私
は
多
大
な
る

障
害
が
来
た
す
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
ナ
る
が
、
も
と
よ
り
私
考
え
ま
す
る
に
、
徴
弱
な
こ
の
浅
学
非
オ
な
身
で
、
は
た
し
て
こ
の
重
箕
を

果
た
せ
る
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
日
は
か
ら
ず
も
皆
さ
ま
か
ら
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
私
は
ご
支
持
を
た
よ
り
に
怒
馬
に
む
ち
う
ち
、
老
骨
な
が
ら
こ
の
市
政
の
う
え
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
引
き
回
し
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
は
な
は
だ
粗
辞
で
は
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

殻
後
に
、
私
た
ち
は
今
期
一
年
で
、
来
春
は
選
挙
を
迎
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
と
ぞ
か
ら
だ
を
大
切
に
い
た
さ
れ
ま
し
て
、

着
々
と
来
年
度
の
選
挙
に
備
え
る
こ
と
を
、
特
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
諾
只
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

〇
刷
諾
長
（
増
山
英
―
一
君
）

〇
副
諾
長
（
増
山
英
一
君
）
投
票
淵
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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昨
年
の
五
月
十
七
日
、

と
心
か
え
厚
く
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
全
く
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
持
の
脊
お

選
挙
第
二
号
四
日
市
市
諮
会
副
諾
長
の
選
挙
に
つ
い
て

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）

諾
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

〔
諮
場
閉
鎖
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

投
票
用
紙
を
配
布
さ
せ
ま
す
。

〔
投
票
用
紙
配
布
〕

〇
誤
長
（
山
中
忠
一
君
）

日
程
第
四

と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

投
票
用
紙
の
配
布
洲
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

． 
ヽ I

た
だ
い
ま
の
出
席
誤
員
数
は
四
十
二
人
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、

日
程
第
四
、
選
挙
第
二
号
四
日
市
市
誤
会
副
諮
長
Q
選
挙
を
行
い
ま
す
。

（
拍
手
）

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、

ま
す
。

〇
増
山
英
一
君

一
言
．
こ
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

岱
山
英
一
君
訊
場
中
央
に
進
む
〕

ヽ

.

'

,

 

／

i
 

0
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
増
山
英
一
君
の
副
諾
長
の
辞
戦
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

本
日
で
ち
ょ
う
ど
消
一
カ
年
目
で
ご
ざ
い
ま
す
。
過
去
一
年
間
大
過
な
く
、
無
事
副
諾
長
の
重
費
を
つ
と
め
さ

は
な
は
だ
節
罪
で
こ
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
礼
の
こ
と
ば
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

〇
諾
長

（
山
中
忠
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
ナ
。
増
山
英
一
君
の
副
諾
長
の
辞
戦
を
許
可
す
る
こ
と
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

四
日
市
市
諾
会
諾
長
段

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
五
日

四
日
市
市
話
会
副
諾
長
増
山
英

今
般
都
合
に
よ
り
、

辞

耽

阿

四
日
市
市
諾
会
副
誤
長
を
辞
耽
い
た
し
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
ナ
。

-

・,. 
• L 

〔
諾
事
謀
長

朗
読
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

まーず、

辞
耽
願
を
朗
読
い
た
さ
せ
ま
ナ
。

（
川
村
得
二
君
）

ヽ．i

，・ 1

〔
副
諾
長

め
ま
す
。

（
増
山
英
一
君
）
退
席
〕

副
諮
長
増
山
英
一
君
か
ら
副
話
長
の
辞
戦
願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

l 

9

-

]

：＇「̀
：，

9
,『

d

『

J

一

日
程
第
三
四
日
市
市
諾
会
副
諾
長
の
辞
戦
に
つ
い
て

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）
次
に
日
程
第
三
四
日
市
市
諾
会
副
誤
長
の
辞
戦
に
つ
い
て
を
諾
題
と
い
た
し
ま
す
0

'

こ
本
件
は
、
・
碑
咀
山
英
一
君
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
へ
同
君
の
退
席
を
求

〔
副
諾
長
（
増
山
英
一
君
）
退
席
、
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）
着
席
〕

r.I 

、I
．
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市
議
会
の
円
満
な
る
運
営
が
四
日
市
の
市
民
に
大
き
な
幸
福
を
与
え
る
も
の
と
深
く
信
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ん
方
の
ご
協
力
を
待
た
な
け
れ
ば
円
満
な
る
運
営
は
で
き
得
な
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
〗
ど
う
も
い
ろ
い
ろ
と
、

私
は
、
常
々
、

浅
学
非
オ
の
行

生
川
乎
京
君
゜

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

投
禁
総
数
四
十
二
禁

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

〔
開
累
〕

0
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
諾
坦
開
鎖
〕

諾
坦
の
閉
鋲
を
解
き
ま
1
.
、
o

投
禁
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〔
各
只
投
瞑
〕

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
投
票
箱
点
検
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

投
票
糀
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

配
布
淵
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
累
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。

投
漿
は
単
記
焦
記
名
で
あ
り
ま
ナ
。
投
票
用
紙
に
枝
選
挙
人
の
氏
名
を
記
戟
の
う
え
、
順
次
投
票
願
い
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

そ
の
う
ち

有
効
投
累
四
十
二
票

有
効
投
罪
中

生
川
乎
蔵
君
二
十
六
票

・
喜
多
野
等
君
十
六
票

〇
副
諾
長
（
生
川
乎
蔵
君
）

投
票
荊
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

ょ
つ
て
、
両
君
の
立
ち
会
い
を
肛
い
ま
ナ
。

開
累
を
行
い
ま
ナ
。
会
諾
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
小
川
四
郎
君
及
び
山
本
勝
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
諾
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
点
、

こ
の
選
挙
の
法
定
得
累
数
は
十
一
票
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
生
川
乎
蔵
君
が
四
日
市
市
諾
会
副
諾
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

〔
副
諾
長
（
生
川
乎
茂
君
）
諾
場
中
央
に
進
む
〕

皆

た
だ
い
ま
の
四
日
市
市
諾
会
の
副
諾
長
の
改
選
に
あ
た
り
ま
し
て
、
私
、
当
選
の
栄
脊
を
に
な
い
ま
す
こ

と
は
私
の
喜
び
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
方
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
の
も
と
に
私
が
副
諾
長
の
重
任
を
に
な
わ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
を
深
く
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

山
中
諾
長
と
と
も
ど
も
四
日
市
市
の
発
展
に
最
大
の
努
力
を
い
た
し
た
い
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
方
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
、
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

委
員
長

建

設

委

員

委

員

長

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

藤
井
泰
面
製
石

副
委
員
長

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）
―
休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諾
を
開
き
ま
す
。

こ
の
際
、
本
日
の
会
誤
時
問
は
誤
事
の
都
合
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
を
延
長
い
た
し
ま
す
。

休
憩
中
に
互
選
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
各
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏
名
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

委
員
長
．
伊
藤
太
郎
君
．
副
委
員
長
小
林
博
次
君
l
•

こ

．． 
｀
ー
・

副
委
員
長
天
春
文
雄
君

副
委
員
長
後
藤
寛
治
君

橋
本
増
蔵
君

会

午
後
五
時
五
十
七
分
休
憩

教

育

民

生

委

員

会

産
業
公
営
企
業
委
員
会

委
只
長

六
乎
登
司
君

荒
木
武
治
君

総

務

委

只

会

午
後
五
時
五
十
六
分
再
開

ぃ
午
後
五
時
二
十
五
分
休
憩

岩
田
久
雄
君

坪
1

本
培
荻
君

日
比
義
乎
君

哲
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

福
田
呑
史
君

小
川
四
郎
君
訓
覇
也
男
君

小
林
哲
夫
君

出

井

博

君

以
上
の

T
ハ
を
産
業
公
営
企
業
委
只
会
委
員
に
、

長
谷
川
鐸
元
君

荒
木
武
治
君

田
中
政
一
君

喜
多
野

中
島
陸
乎
君 等

君

粉
川
茂
君
小
林
喜
夫
君
、
後
藤
党
治
君
、
後
藤
藤
太
郎
君

以
上
の
十
一
人
を
教
育
民
生
委
員
会
委
員
に
、

早
川
正
夫
君

発

諾

第

一

号

四

日

市

市

諾

会

常

任

委

員

会

委

員

の

選

任

に

つ

い

て

ト

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）
次
に
、
，
日
程
第
五
、
発
諾
第
一
号
四
日
市
市
諾
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

伊
藤
太
郎
君

野
碕
貞
芳
君

大
島
武
雄
君

橙
本
建
治
君

天
春
文
雄
君

増
山
英
一
君

松
島
良
一
君

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

六

乎

丑

司

君

山

本

勝

君

土

U

山
竿
男
君

小
井
追
夫
君

伊
藤
信
一
君

服
部
昌
弘
君

藤
井
泰
治
郎
君

高
井
三
夫
君

吉
垣
照
男
君

以
上
の
十
一
人
を
建
設
委
員
会
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）
ご
異
諾
た
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
諸
君
を
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委

只
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

以
上
の
十
一
人
を
総
務
委
員
会
委
只
に
、

川

村

襟

君

坪

井

妙

子

君

安

垣

勇

君

山
中
忠

小
林
博
次
君

日
程
第
五

（
拍
手
）

れ
も
お
囲
い
を
申
し
ま
し
て
、

き
届
き
ま
せ
ぬ
私
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

志
萩
政
一
君

山
口
信
生
君

高
橋
力
三
君

4
.
 

生
川
乎
蔵
君

← .l 

_, 

ヽ

疇-

ど
う
か
よ
ろ
し
く
こ
の
重
漬
を
果
た
さ
し
て
い
た
だ
さ
ま
す
よ
う
、
痘
上
か
ら
皆
さ
ん
に
く
れ
ぐ

副
諾
長
の
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ナ
0

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-89- --88 



0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
七

が
三
四
伝
染
病
隔
難
病
舎
組
合
諾
会
諾
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
博
次
君
野
埼
貞
芳
君

安

垣

勇

君

¥、

山
中
忠
一
／
~
し

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

小
林
博
次
君

安

垣

勇

君

山
中
忠
一
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

酒
伝
染
病
煕
腔
病
合
粗
合
諾
会
諾
員
に
、

1
ノ

に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諾
長
に
•
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

行
い
ま
す
。

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諾
長

野
芍
貞
芳
君

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
五
人
を
、
三
洒
伝
染
病
煕
難
病
舎
組
合
諾
会
諾
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

山
口
信
生
君

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、

次
に
、

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
二
人
を
、

山
口
信
生
君

選
挙
第
四
号
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
粗
合
諮
会
諾
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

日
程
第
七
、
選
挙
第
四
号
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
諾
会
諾
員
の
補
欠
選
挙
を

選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諾
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長

に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
諾
員
に
、

す。

大
島
武
雄
君
高
橋
力
三
君
を
指
名
い
た
し
ま

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
諮
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
ご
異

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

次
に
、
日
程
第
六
、
選
挙
第
三
号
三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
諾
会
諾
員
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

日
程
第
六

選
挙
第
三
号
三
洒
伝
染
病
陪
離
病
舎
粗
合
誤
会
諾
員
の
選
挙
に
つ
い
て

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）

休
憩
前
に
引
き
紐
き
、
会
諾
を
開
き
ま
す
。 午

後
七
時
四
十
八
分
再
開

-4 1- ・.:..4 o-



坪
井
妙
子
君
野
崎
貞
芳
君

粉

川

茂

君

伊
藤
信
一
君

日
程
第
九

『
r

i

高
井
三
夫
君
高
橋
力
三
君

等
君
増
山
英
一
君

ーム

・ー：

大

島

武

雄

君

喜

多

野

等

君

増

山

英

一

君

大
島
武
雄
君
高
橋
力
三
君

が
四
日
市
、
菰
野
、
．
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
諾
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
第
五
号
四
日
市
一
港
管
理
組
合
諾
会
諮
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
八
．

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

次
に
、
日
程
第
八
、
選
挙
第
五
号
四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
す
。

お

は

か

り

い

た

し

ま

す

。

：

選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諾
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

2

「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
諮
長

岩
田
久
雄
君

た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
四
人
を
四
日
市
港
管
理
粗
合
諾
会
議
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ
と
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

岩
田
久
雄
君

〇
誤
長
（
山
中
忠
一
君
）

粉
川

茂
君

次
に
、

（・

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
に
つ
い
て
’

日
程
第
九
、
四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
に
つ
い
て
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

生
川
平
蔵
君

田
中
政
一
君

小
井
道
夫
君

天
春
文
雄
君

以
上
の
六
人
か
ら
病
院
建
設
特
別
委
員
会
委
員
を
辞
任
し
た
い
旨
の
願
い
出
が
あ
り
ま
す
。

伊
藤
信
．
一
君
訓
覇
也
男
君
↓

坪
井
妙
子
君
ー

野
崎
貞
芳
君

小
井
道
夫
君

訓
覇
也
男
君

小
林
哲
夫
君

〇
誤
長
（
山
中
忠
一
君
）

ま
た
、

高
井
一
＿
＿
夫
君
高
極
力
三
君

以
上
の
八
人
か
ら
工
業
高
校
移
転
特
別
委
員
会
委
員
を
辞
任
し
た
い
旨
の
願
い
出
が
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、

た
だ
い
ま
報
告
い
た
し
ま
し
た
十
四
人
の
諸
君
の
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
を
許
可
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
中
忠
一
君
）

生
川
平
成
君

田
中
政
一
君
天
春
文
雄
君
大
島
武
雄
君
喜
多
野

以
上
の
六
人
の
病
院
建
設
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
、
及
び

増

山

英

一

君

山

本

勝

君

が
四
日
市
港
管
理
粗
合
諾
会
諾
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
．
よ
つ
て
、

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

小

林

哲

夫

君

増

山

英

一

君

山

本

勝

君

四
日
市
港
管
理
組
合
諾
会
諾
員
に
、

に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
程
第
八

_, 
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伊

藤

信

一

君

喜

多

野

等

君

粉

川

小
林
哲
夫
君
高
井
三
夫
君
坪
井
妙
子
君

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
設
置
さ
れ
ま
し
た
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
太
郎
君

生
川
平
蔵
君

ご
異
議
た
し
と
認
め
ま
す
し
よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
ぉ
●
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

大
島
武
雄
君

早
川
正
夫
君

訓
覇
也
男
君

藤
井
泰
治
郎
君

茂
君

志
萩
政
一
君

山
中
忠
一

以
上
の
十
一
人
を
公
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
に
、

田
中
政
一
君

,
.
.
.
.
.
.
 

山

本

勝

君

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

'. 

安
垣

勇
君

増
山
英
一
君

荒
木
武
治
君

お
は
か
り
い
た
し
ま
ナ
。

『

1
,
1
J
"
'
．
I

委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

出
井

博
君
長
谷
川
鐸
元
君

以
上
の
五
人
を
病
院
建
設
特
別
委
員
会
委
員
に
、

天
春
文
雄
君

小
川
四
郎
君

服
部
昌
弘
君

そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

以
上
の
五
人
を
工
業
高
校
移
転
特
別
委
員
会
委
員
に
、

〔

「

異

諾

な

し

」

と

呼

ぶ

者

あ

り

〕

．

0
詰
長
（
山
中
忠
一
君
）
斎
異
詔
な
し
と
認
め
手
。
ょ
っ
て
た
だ
い
庶
年
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
諸
君
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
委
員
会
委
員
に
選
任

ナ
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

日
程
第
十
一
発
諾
第
三
号
四
日
市
市
誤
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）
次
に
、
日
程
第
十
一
、
発
諾
第
三
号
四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
を
話
題
と
や
た
し
王
'
。

本
件
は
、
公
災
害
防
止
に
関
す
る
詞
査
研
究
の
た
め
、
十
一
人
の
委
員
を
も
つ
て
構
成
す
る
公
害
対
策
特
別
委
員
会
、
及
び
幼
稚
園
、

保
育
固
の
幼
児
教
育
に
関
ナ
る
調
査
研
究
の
た
め
十
人
の
委
員
を
も
つ
て
構
成
す
る
幼
児
教
育
特
別
委
員
会
を
本
市
諮
会
に
設
置
し
ょ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

高
梧
力
三
君

中
島
隆
乎
君

委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

、；

•. 

I ̀  

、i

山
口
信
生
君

0
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

こ
の
際
、
両
特
別
委
員
会
委
員
を
補
充
、
選
任
い
た
し
ま
ナ
。

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
つ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
し
ま
す
。

本
件
は
、
病
院
建
設
特
別
委
員
会
の
委
員
定
数
十
三
人
を
十
一
人
に
、

一
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
十

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

及
び
工
業
高
校
移
転
特
別
委
員
会
の
委
員
定
数
十
四
人
を
十

以
上
の
八
人
の
工
業
高
校
移
転
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

発
諾
第
二
号
四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
委
員
定
数
の
変
更
に
つ
い
て

]
次
に
、
日
程
第
十
、
発
諾
第
二
号
四
日
市
市
諾
会
特
別
委
員
会
の
委
員
定
数
の
変
更
に
つ
い
て
を
諾
題
と
い

-45-
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〇
誤
長
（
山
中
忠
一
君
）

市
長
。

ま
す
。

日
程
追
加

諾
案
第
六
十
二
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）

追
加
し
、
諾
題
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

野
綺
貞
芳
君

橋
本
建
治
君

以
上
の
十
人
を
幼
児
教
育
特
別
委
員
会
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。

委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
公
害
対
策
特
別
委
員
会
及
び
幼
児
教
育
特
別
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
の
閉
会
中
に
お
い
て
も
付
託
事
件
に
つ
い
て
調

査
研
究
が
で
き
る
も
の
と
し
、
本
調
査
研
究
が
終
了
す
る
ま
で
委
員
会
は
存
続
す
る
も
の
．
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）
ご
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
公
害
対
策
特
別
委
員
会
及
び
幼
児
教
育
特
別
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
諾
会
の
閉
会
中
に
お
い
て
も
付
託
事
件
に
つ
い
て
調
査
研
究
が
で
き
る
も
の
と
し
、
本
調
査
研
究
が
終
了
す
る
ま
で
委
員
会
は
存
続

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
、
会
諾
を
開
き
ま
す
。

休
憩
中
に
互
迅
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
各
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
の
氏
名
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

工
業
為
校
移
転
特
別
委
員
会

公

害

対

策

特

別

委

員

会

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

た
だ
い
ま
、
市
長
か
ら
諾
案
第
六
十
二
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
際
、
こ
れ
を
日
程
に
追
加
し
、
諾
題
と
す
る
こ
と
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一

〇
誤
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
大
島
武
雄
君
退
席
〕

橋
本
増
蔵
君

松
島
良
一
君

莉
極
力
三
君

よ
っ
て
＼
た
だ
い
ま
指
名
い
た
●
ま
し
た
以
上
の
諸
君
を
、

副
委
員
長

副
委
員
長

田
中
政
一
君

(•‘ 

そ
れ
ぞ
れ
の
特
別

こ
れ
に
ご
異
諾

つ
て
、
こ
の
際
、
誤
案
第
六
十
二
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
日
程
に

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ

晨
案
第
六
十
二
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
君
の
退
席
を
求
め

本
件
は
、
大
島
武
雄
君
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
ナ
。

幼

児

教

育

特

別

委

員

会

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

委
員
長
野
碕
貞
芳
君

粉

川

茂

君

委
負
長
訓
覇
也
男
君

委
員
長

安

垣

勇

君

副

委

員

長

小
川
四
郎
君

病

院

建

設

特

別

委

員

会

委

員

長

副
委
員
長
小
井
迫
夫
君

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

午
後
八
時
十
四
分
再
開

．、一~

，， 

午
後
八
時
一
分
休
憩

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

9-

‘・

あ
り
ま
せ
ん
か
9

―, 

-

'I  

こ
れ
に
ご
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

な
お
、
補
足
説
明
の
た
め
産
英
部
長
、
衷
境
部
長
、
梢
防
長
及
び
梢
防
次
長
を
出
席
さ
せ
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
許
可
い
た
し
ま

し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

市
長
。

0
市
長
（
岩
野
見
右
君
）

す
よ
う
に
、

ご
異
諾
た
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
市
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

た
だ
い
ま
諾
長
よ
り
、
発
言
の
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
去
る
四
月
三
十
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た

日
本
ア
エ
ロ
ジ
ル
株
式
会
社
四
日
市
工
坦
の
塩
素
ガ
ス
洞
洩
事
故
に
関
す
る
ご
報
告
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
事
故
に
つ
き
ま
し
て
は
、
話
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
で
に
、
報
道
扱
関
等
を
通
じ
ご
承
知
い
た
だ
い
て
お
り
ま

一
従
業
員
の
初
歩
的
な
誤
操
作
に
よ
り
惹
起
せ
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
全
面
的
に
会
社
側
の
費
め
に
帰
す
る
問

題
で
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
市
民
に
対
し
、
多
大
の
枝
害
と
不
安
感
を
与
え
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
造
憾
で
あ
り
、
こ
の
事
故
の
重

大
さ
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

事
故
の
経
過
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
報
告
書
の
と
お
り
、
．
市
民
か
ら
の
苦
情
申
し
立
て
に
荼
．
っ

き
、
公
害
．
＾
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
現
地
調
査
の
実
施
、
発
生
涜
工
場
の
突
き
と
め
、
塩
素
ガ
ス
淵
洩
事
故
の
確
認
と
い
う
経
過
を
経
て
、

市
は
緊
急
態
努
に
入
り
、
市
民
へ
の
広
報
活
動
の
開
始
、
緊
急
車
両
等
の
配
備
及
び
四
日
市
保
健
所
並
び
に
関
係
医
療
機
関
に
対
し
、
応

急
医
療
体
制
を
要
請
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
事
故
の
翌
日
に
は
、
と
り
あ
え
ず
、
ガ
ス
に
よ
る
汚
染
地
城
の
住
民
検
診
を

実
施
し
、
同
時
に
、
治
療
を
要
す
る
者
に
対
処
す
る
た
め
、
企
業
の
負
担
に
よ
る
受
診
措
置
を
指
浮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
．
別
途
、
八
十
五

町
一
万
三
千
五
百
世
帯
、
対
象
人
口
四
万
五
千
人
に
対
し
実
施
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
被
害
の
意
識
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

の
ど
、
代
目
等
の
症
状
を
自
覚
し
た
と
す
る
者
が
一
万
五
千
七
百
人
、
医
療
機
関
等
に
よ
る
医
療
を
受
け
た
者
五
百
十
七
人
と
い
う
結

〔
市
長
（
岩
野
見

m君
）
登
坦
〕

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
大
島
武
雄
君
苛
席
〕

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

本
件
は
、

こ
れ
に
同
窓
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
誓
占

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
痘
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
後
任
の
監
査
委
員
と
し
て
大
島
武
雄
氏
を
選
任
い
た
し
た
く
、
ご
提
案
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
ナ
。
ご
同
意
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
屈
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
ナ
。
こ
れ
に
こ
異
諾
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）
と
異
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
っ
て
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
直
ち
に
採
決
ナ

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
諾
案
第
六
十
二
号
は
、
議
会
諾
員
の
う
ち
か
ら
選
任
の
監
査
委
員
荒
木
武
治
氏
が
辞
任

提
案
理
由
の
説
明
は
、
お
開
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
ナ
。
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
発
言
願
い
ま
ナ
。

別
段
ご
究
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
、
本
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
許
し
ま
す
。
．
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果
に
な
り
ま
し
た
。
植
物
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
"
.
九
百
三
十
五
世
帯
ょ
り
回
答
が
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
農
作
物
を
は
じ
め
軽
い
樹
木
類

な
ど
約
三
十
種
類
、
．
千
百
七
十
一
件
の
被
害
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
o
,

今
回
の
ガ
ス
淵
洩
事
故
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
、
・
県
、
，
市
の
各
関
係
機
関
に
よ
つ
て
原
因
を
調
査
中
で
あ
り
ま
し
て
‘
”
近
く
、
こ
結
果
の

協
諾
、
公
表
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
ヽ
企
業
の
保
安
に
対
す
る
管
理
の
怠
悛
と
、
．
事
故
発
生
時
に
お

け
る
関
係
根
関
に
対
す
る
通
報
体
制
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
な
め
な
い
事
実
で
あ
り
ま
し
て
、
即
刻
、
き
ぴ
し
く
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
『
県
と
協
諾
し
‘
裔
比
ガ
ス
取
り
締
ま
り
法
及
び
大
気
汚
染
防
止
法
に
甚
づ
く
措
置
命
令
を
開
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
処
理
体
制
の
確
立
を
は
か
る
と
と
も
に
、
．
化
学
関
連
工
場
等
に
対
し
、
5

社
内
教
育

の
徹
底
と
管
理
体
制
の
強
化
、
，
及
び
関
係
扱
関
へ
の
す
み
や
か
な
通
報
体
制
の
確
保
に
関
し
、
き
び
し
く
指
等
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1

た
だ
い
ま
市
長
の
ほ
う
か
ら
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
非
常
に
昨
日
、
き
よ
う
と
長
時
間
に
わ
た
つ
て
お
り
ま

す
の
で
、
筒
単
に
、
ご
質
問
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
わ
れ
と
し
て
は
、
特
に
、

日
本
ア
エ
ロ
ジ
ル
の
事
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
問
題
点
が
大
き
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
わ

こ
の
事
件
が
人
命
に
も
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
社
会
党
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ア
ェ

ロ
ジ
ル
に
対
し
て
告
発
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
卒
件
が
四
日
市
市
民
に
相
当
の
影
苓
力
を
及
ぽ
し
た
9

ま
た
、
公
害
裁
判
以
来
、

、
こ
う
い
う
態
努
を
と
り
つ
つ
あ
る
｀
こ
う
い
う
努
力
が
今

市
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い

公
害
問
題
に
つ
い
て
は
行
政
あ
る
い
は
企
業
と
も

す
。
特
に
、
こ
の
問

わ
れ
わ
れ
は
受
け
と
め
て
お
り
ま

回
の
事
件
で
努
力
の
か
い
も
な
＜
水
の
あ
わ
と
な
っ
た
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
へ

い
た
じ
ま
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
企
業
は
責
任

題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
命
、
財
産
を
脅
か
ナ
問
題
で
あ
る
。
こ
の
箕
任
を
行
政
当
局
と

を
ど
の
よ
う
に
と
る
か
。
こ
れ
に
対
し
て
市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。
こ
れ
を
、
ま
ず
、
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
次
に
は
、

お
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
関
係
上
自
分
み
ず
か
ら
体
験
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
普
通
の
か
ら
だ
の
じ
ょ
う
ぶ
な
人
で
も
吐
き
け

。
そ
こ
で
、
一
住
民
か
ら
、
＿
こ
の
よ
う
な
問
題
が

を
催
し
、
あ
る
い
は
、
せ
き
を
す
る
。
こ
う
い
う
状
態
の
中
に
お
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す

い
。
，
あ
る
い
は
、
い
ま
調
査
中
で
あ
る
。

9.〈
じ
ロ
ー
ル

出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
の
ほ
う
ー
ヘ
電
話
し
て
も
、
原
因
が
ま
だ
わ
か
ら
な

こ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
は
こ

、
非
常
に
苦
し
い
状
態
の
時
間
が
長
く
続
・
ぃ

f

カ
ー
が
出
て
調
ぺ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
返
答
で
あ
っ
て

、

P

R
ず
る
問
題
点
が
、
広
報
車
が
出
た
と
、
先
ほ
ど
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
．
し
か

の
市
民
に
対
し
て
の
非
難
、
あ
る
い
ば
、

ー
：
こ
う
い
う
ふ
う
に
も
思
い
ま
ナ
。
特
に
、
．
ー
私
の
住
ん
で
い
る
地
城
に
お
ぎ
ま
し
て
は
、

し
な
が
ら
、
相
当
時
間
が
た
つ
て
か
ら
で
あ
る
と

風
の
方
向
が
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
磯
津
の
地
域
で
あ
っ
た
な
ら
ば
工
場
の
隣
接
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ

と
か
ら
い
つ
て
、
お
そ
ら
く
死
亡
者
が
出
た
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
こ
う
い
う
心
配
も
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
き

。
こ
・
う
い
う
こ

操
業
停
止
を
命
じ
た
と

し
合
い
の
中
で
工
場
の

ま
し
て
も
、
人
命
に
か
か
わ
る
と
い
う
問
題
で
、
，
市
と
し
て
は
県
と
の
話

と
に
つ
い
て
は
当
然
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
も
思
い
ま
方
特
に
、
企
業
は
県
の
許
可
が
あ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
危
険
な
ガ
ス
を
扱
っ
て
い

＜
然
と
し
た
形
で
い
ま
ま
で
の
中
で
も
や
つ
て
き

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
溝
を
満
足
に
し
て
い
ー
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
の
問
題
点
を
ば

．
、
こ
の
防
災
会
議
に
も
ア
エ
ロ
・
シ
ル
に
つ
い
て
は
加
入
し
て
い
な
い
、
参
加
し

た
ん
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
開
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と

市
と
じ
て
結
ん
で
お
る
ん
か
ど
う
か
。
こ
れ
に
も
問
題
が
あ
る

9

そ
れ
か
ら
、

て
い
な
い
、
こ
う
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
公
害
防
止
協
定
も

0
福
田
香
史
君

〔
福
田
香
史
君
登
坦
〕

こ
の
四
月
．
三
十
日
の
十
五
時
三
十
分
ご
ろ
、
私
も
非
常
に
こ
の
煙
の
流
れ
、
ガ
ス
の
流
れ
の
ち
ょ
う
ど
中
心
地
に

•9 
．．
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福
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君
゜

ご
質
疑
が
あ
り
さ
し
た
ら
、
ご
発
言
を
願
い
ま
す
。

0
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

市
長
の
報
告
、

お
開
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
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と
う
の
市
民
の
命
を
守
る
体
制
が
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
の
よ
／

防
止
協
定
の
中
で
も
通
報
制
度
の
義
務
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
ほ
ん
'

う
に
も
思
わ
れ
ま
す
し
、
他
の
化
学
工
場
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
危
険
物
を
取
り
扱
っ
て
お
る
工
場
等
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は
今
後
ど

う
い
う
ふ
う
に
対
処
し
て
い
く
ん
か
。
ま
た
、
と
う
い
う
協
定
を
結
ん
で
な
い
工
場
が
ど
ん
だ
け
あ
る
の
か
。
こ
う
い
う
こ
と
も
わ
れ
わ

れ
と
し
て
は
心
配
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
即
座
に
市
民
に
も
は
つ
き
り
と
明
確
に
さ
せ
、
ま
た
、
．
市
民
に
対
し
て

の
命
を
脅
か
す
よ
う
な
会
社
に
対
し
て
、
も
う
四
日
市
か
ら
出
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
-
こ
う
い
う
ふ
う
に
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
考
え
―

て
お
る
わ
け
で
ナ
。

市
長
は
、
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
一
・
ア
エ
ロ
ジ
ル
の
会
社
に
つ
き
ま
し
て
は
、
＇
．
汚
水
・

こ
う
い
う
こ
と
を
再
三
起
こ
す
と
い
う
よ
う
な
，
’

問
題
た
れ
流
し
問
題
で
、
や
は
り
検
挙
さ
れ
て
い
る
ー
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
の
で
市
長
の
見
解
を
お
開
か
せ
い
た
だ
き

問
題
点
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
し
て
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
、
再
質
問
を
私
は
い
た
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
公
害
対
策
特
別
委
員
会
等
に
お
き
ま
し
て
も
、
．
‘
｝

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
十
分
今
後
発
生
し
な
い
よ
う
な
体
制
の
中
で
、
対
策
委
員
会
の
中
で
ご
論
諾
願
い
、
ま
た
、
調
査
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
再
度
こ
の
事
件
が
起
き
な
い
よ
う
な
体
制
を
つ
く
つ
て
い
く
ぺ
き
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
よ
り
に
考
え
ま
す
。
｀
．
1

1

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
痘
〕

0
市
長
（
岩
野
見
宮
君
）

完
全
な
扱
害
補
償
。
こ
れ
は
健
康
の
上
に
も
、
ま
た
農
作
物
の
上
に
も
、

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
一
に
被
害
者
に
対
す
る

企
業
が
ど
う
い
う
ふ
う
な
衰
任
を
と
る
の
か
と
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
施
設
の
安
全
設
俯
へ
の
再
検
討
、
社
員
の
再
教
育
、
こ
れ
が
根
本
的
に
必
要
で
あ
る
う
か
と
思
い
ま

た
だ
い
ま
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
・
ア
エ
ロ
ジ
ル
の
四
日
市
工
場
は
数
年
前
に
汚
水
問
題
で
、
す
で
に
、
非
常
に
市
民
に
も
迷

惑
を
か
け
て
お
る
会
社
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ほ
ん
と
う
に
公
害
を
な
く
し
よ
う
と
思
っ
て
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
お
る
最
中
に
、
こ
う

公
害
防
止
協
定
を
結
ぶ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
も
う
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
．
従
来
、
少
し

n
ン
ピ
ナ
ー
ト
か
ら
は
ず
れ

た
性
質
の
工
場
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
公
害
防
止
協
定
は
結
ん
で
い
な
か
っ
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
た
事
件
を
起
こ
す
と

す
れ
ば
、

こ
れ
は
、
も
う
事
件
の
性
質
か
ら
見
ま
す
と
、
，
防
止
協
定
を
結
ん
で
お
つ
て
も
お
ら
な
く
て
も
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
会
社
は
こ

う
い
っ
た
事
故
を
起
こ
し
や
す
い
体
質
て
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
根
本
的
に
あ
の
会
社
の
体
質
を
改
善
す
る
ま
で
は
、
r

私
も
操
業
し
て
も
ら
い
た
く
な
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

C

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
で
あ
り
ま
し
て
、
非
常
に
市
民
に
対
す
る
被
害
の
範
囲
も
広
か
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
•
•
こ
う
い
つ

た
事
故
が
将
来
、
絶
対
、
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
指
導
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。

0
橋
本
建
治
君

ぉ
答
え
い
た
し
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
被
害
者
に
対
す
る
完
全
な
補
償
が
ま
ず
第
一
で
あ

一
念
の
努
力
も
全
く
水
の
あ
わ
に
帰
し
た
よ
う
な
私
も
感
慨
な
き
を
得
な
い
ん
で
ご
ざ
い
ま

た
い
へ
ん
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
の
問
難
が
起
き
ま
し
て
、
ナ
ぐ
に
、
市
及
び
工
場
に
も
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
被
害
地
各
所
に
も
回
り
ま
し
て
、

い
ろ

い
ろ
と
被
害
の
実
情
、
ま
た
当
面
の
医
療
体
制
、
医
療
救
急
体
制
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
い
る
い
ろ
と
市
当
局
に
も
問
題
を
提
起
し
、
被

害
の
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
今
日
な
お
対
策
の
た
め
に
力
を
注
い
で
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
点
か
ら
み
ま
し
て
、
私
は

〔
橋
本
建
治
君
登
坦
〕

〇
誤
長
（
山
中
忠
一
君
）
橋
本
建
治
君
゜

ナ。 い
っ
た
不
始
末
を
し
で
か
さ
れ
ま
し
て
は
、

す。 〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

市
長
。

¥ s 
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出
て
お
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

も
つ
と
認
虚
に
開
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

こ
の
問
題
を
通
じ
ま
し
て
、

こ
の
教
訓
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
じ
た
ら
よ
る
し
い
が
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
つ
と
焦
点
を
当
て
て
、
企
業

は
企
業
、
ま
た
、
市
及
び
県
、
行
政
当
局
は
行
政
当
局
、
ま
た
住
民
は
住
民
と
じ
て
其
剣
に
検
討
を
し
て
、
そ
の
対
策
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
と
い
う
こ
と
が
教
訓
を
生
か
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
＿
い
ま
す
。
；
そ
の
場
合
、
や
は
り
今
回
の
も
つ
原
因
は
何
か
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
市
長
の
お
話
で
も
従
業
員
の
操
作
、
、
こ
、
ス
，
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
推
測
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

五
月
十
三
日
付
日
本
ア
ェ
ロ
ジ
ル
株
式
会
社
四
日
市
工
場
長
浜
辺
直
彦
と
い
う
人
か
ら
、
私
ど
も
が
五
月
一
日
に
現
場
へ
ま
い
り
ま
し
て

報
告
を
求
め
ま
し
だ
と
こ
ろ
、
私
あ
て
に
文
書
が
来
て
お
り
ま
す
。
事
故
の
原
因
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
。

査
中
で
、
い
ま
だ
結
論
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
」
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
．
，
し
か
し
、
報
道
機
関
を
通
じ
ま
し
て
、

ま
た
現
場
検
証
を
通
じ
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
ど
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
企
業
が
萩
極
的
に
原
因
の
追
及
の
た
め
に
、
十
三
日
の
現
在

で
な
お
か
つ
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
、
て
お
る
と
い
う
実
態
を
、
も
う
少
し
し
つ
か
り
と
見
る
必
要
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
結
論
が
出
て
お
ら
ぬ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
ナ
が
、
．
し
か
し
、
-
こ
う
い
う
企
業
の
姿
勢
で
は
公
害
の
今
後
の
防
災
対
策
、
ま
た
、

被
害
者
へ
の
誠
窓
あ
る
態
度
と
い
う
も
の
が
、
や
は
り
、
，
懸
念
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
を
市
当
局
に
お
き
ま
し
て
も
、
・
や
は
り

企
業
の
こ
う
い
う
事
実
に
基
づ
い
た
本
質
を
し
つ
か
り
と
つ
か
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
。
と
言
い
ま
す
こ
と
は
、
』

原
因
は
確
か
に
バ
ル
プ
の
、
ヽ
ヽ
ー
ス
と
い
う
こ
と
も
一
＇
つ
の
例
と
し
て
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
企
業
が
も
つ
て
ぉ
る
今
日
の

公
災
害
に
対
し
て
の
考
え
方
、
そ
れ
に
対
し
て
の
投
資
対
策
等
の
根
本
的
な
追
及
、
是
正
が
な
い
こ
と
に
は
二
度
と
起
こ
ら
な
い
と
い
う

保
証
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
，
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
‘
C

私
は
市
当
局
に
お
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
、
．
．
．
其
の
原

因
追
及
と
い
う
と
こ
ろ
を
手
を
や
す
ま
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
特
に
強
調
し
た
い
ど
思
い
ま
ナ
し
、
そ
う
い
う
党
悟
で
進
ん
で

い
た
だ
い
て
お
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
•
そ
の
辺
に
つ
き
ま
し
て
の
お
考
え
も
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
r

二
番
目
に
被
害
の
実
態
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
ち
ょ
う
だ
い
し
ま
し
た
こ
の
資
料
に
は
、
苦
情
発
生
状
況
略
図
と
い
う
簡
単

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
具
体
的
に
は
開
か
し
て
も
ら
つ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
被
害
は
や
は
り
健
旗
被
害
、
物
質
被
害
等
が
あ
—

り
ま
し
て
、
健
康
被
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
る
ん
な
敬
甚
地
に
お
け
る
体
制
等
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
調
査
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
つ
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
q

こ
れ
見
ま
す
と
苦
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
き

わ
め
て
、
は
つ
き
り
と
川
島
、
桜
地
区
と
い
う
行
政
区
で
図
面
が
区
切
つ
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
調
査
し
ま
す
と
、
た
と
え
ば

十
ニ
キ
ロ
離
れ
た
桜
の
智
釈
に
お
き
ま
し
て
も
、

学
者
の
皆
さ
ん
が
指
摘
し
て
お
る
わ
け
で
す
。

先
日
も
、
私
は
市
当
局
と
の
そ
の
検
討
結
果
の
話
し
合
い
の
場
に
臨
ん
だ
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
専
門
的
に
調
査
し
て
み
え
る

と
い
う
体
制
が
市
は
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、
も
つ
と
実
験
室
等
で
い
ろ
ん
た
ガ
ス
を
通
じ
ズ
研
究
し
て
み
え
る
人
た
ち
の
意
見
を
、

被
害
の
実
態
を
正
し
く
見
る
、
私
は
過
大
に
も
過
小
に
も
評
価
し
て
は
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
が
、
真
の
被
害
実
態
を
つ
か
む
と
い
う
と
こ

ろ
に
、
も
う
少
し
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
た
い
か
と
、
体
制
が
な
け
れ
ば
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
調
査
を
依
頼
す
る
と
い
う
秋

極
的
な
姿
勢
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
直
ち
に
と
ら
な
く
ち
ゃ
た
ら
ぬ
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
三
点
目
は
、

企
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
点
か
ら
み
ま
し
て
、
た
と
え
ば
液
体
塩
素
、
塩
素
ガ
ス
を
現
に
使
つ
て
い
る
と
こ
る
、
製
造
、
使
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
場
所
、
数
撒
等
を
し
つ
か
り
つ
か
ん
で
み
え
る
ん
か
ど
う
か
。
い
私
は
、
そ
う
い
う
と
こ
が
こ
の
報
告
に
も
も
つ
と

ま
た
、

サ
ッ
マ
イ
モ
、
稲
、

フ
キ
等
に
塩
素
ガ
ス
の
典
型
的
な
被
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
化

マ
ス
コ
ミ
等
で
2

や
は
り
市
の
態
度
が
批
判
さ
れ
て
お
る
と
こ
ろ
に
、
ま
だ
ま
だ
＿

た
ま
た
ま
塩
素
ガ
ス
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
有
毒
ガ
．
一
ぞ
有
毒
物
質
を
使
っ
て
い
る
企
業
及
び
製
造
し
て
い
る

一
向
に
出
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
点
を
つ
か
ん
で
み
え
る
の
か
。

そ
う
い
う
総
点
検
、
洗
い
直
し
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
や
ら
れ
て
い
る
の
か
、
私
は
、
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
な

「
現
在
調
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さ
ら
に
、
次
の
点
と
し
ま
し
て
体
制
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
来
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
防
災
体
制
、
ま
た
水
防
体
制
、

い
る
い
ろ
な
体
制
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
有
詣
ガ
ス
が
市
内
に
充
満
し
た
場
合
に
既
存
の
体
制
で
は
ど
う
い
う
基
本
体
制
が
あ
る
の

か
、
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
け
れ
ば
直
ち
に
こ
う
い
う
こ
と
を
想
定
し
た
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

そ
れ
か
ら
、
そ
の
次
に
十
ニ
キ
ロ
方
面
に
わ
た
っ
て
、
風
下
に
わ
た
つ
て
ガ
ス
が
行
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
点
を

考
え
ま
し
た
と
き
に
、

い
わ
ゆ
る
、
第
三

n
ン
ピ
ナ
ー
ト
は
三
百
メ
ー
ク
）
も
人
家
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
し
て
だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ
と
、

災
害
に
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
三
百
メ
ー
ク
ー
と
い
い
ま
す
の
は
、
こ
の
と
き
の
風
向
、
風
速
か
ら
い

き
ま
す
と
き
わ
め
て
短
い
距
難
で
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う
面
考
え
た
場
合
、

だ
か
ら
安
全
だ
と
い
う
考
え
が
今
日
な
お
あ
れ
ば
、
私
は
改
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
こ
も
含
め
ま
し
て
、
わ

れ
わ
れ
は
一
貫
し
て
言
っ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
第
三

n
ン
ピ
ナ
ー
ト
の
新
増
設
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
や
は
り
、
も
う
一
回
も
と

に
返
つ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
意
見
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
述
べ
た
い

と
思
い
ま
す
。

以
上
で
あ
り
ま
す
。

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）
登
埴
〕

0
市
長
（
岩
野
見
齊
君
）

現
在
調
査
も
し
て
お
り
ま
す
し
、
徹
底
的
な
調
査
を
す
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

被
害
の
実
態
に
つ
き
ま
し
て
、

て
お
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
方
々
の
ご
意
見
は
十
分
し
ん
し
や
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
．

有
忠
ガ
ス
の
製
造
、
あ
る
い
は
ま
た
、
使
用
こ
う
い
っ
た
も
の
の
現
状
等
に
つ
き
ま
し
て
は
ヽ
そ
の
把
握
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
十
分
洗
い
直
し
を
行
っ
て
、
的
確
な
把
握
に
つ
と
め
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
が
た
と
え
ば
充
満
し
た
場
合
の
体
制
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
、
防
災
訓
練
の
計
画
に
よ
り
ま
し
て
、
第
一
次
体
制
あ
る
い

は
第
二
次
の
動
員
と
こ
う
い
っ
た
面
で
体
制
自
体
を
と
る
こ
と
は
組
絞
と
し
て
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
非
常
の
場
合
、
ま
た
実
際

の
場
合
ほ
ん
と
に
こ
れ
が
適
切
に
活
動
し
得
る
か
ど
う
か
。
ま
た
、
敏
速
な
行
動
に
移
れ
る
か
ど
う
か
。
こ
う
い
っ
た
点
に
つ
き
ま
し
て

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）

事
故
原
因
に
対
す
る
徹
底
的
な
調
査
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
国
、
県
、
市
合
同
で
、
こ
れ
は
徹
底
的
に

こ
れ
は
行
政
的
な
調
査
と
学
問
的
な
調
査
と
の
食
い
違
い
が
多
少
あ
っ
た
ん
で
は
な
い
か
と
私
も
考
え

は
、
さ
ら
に
、
反
省
を
加
え
て
い
き
た
い
と
、

橋
本
建
治
君
。
．

こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
橋
本
建
治
君
登
埴
〕

私
は
、
ま
だ
十
分
調
査
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
先
日
、
五
月
五
日
か
ら
五
月
七
日
及
び
、

0
橋
本
建
治
君

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
十
三
日
に
調
査
し
ま
し
た
農
業
被
害
に
つ
い
て
の
資
料
、
こ
れ
は
産
業
部
の
ほ
う
に
も
渡
し
て
あ
り
ま
す
が
、
市
長
の

ほ
う
に
も
一
部
お
渡
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
へ

い
ま
ー
つ
は
、
こ
れ
は
市
当
局
も
ず
い
ぶ
ん
つ
か
ん
で
み
え
な
い
の
で
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
液
体
塩
素
を
貯
蔵
し
て
い
る

設
備
が
四
日
市
て
約
十
幾
つ
あ
り
ま
す
。
三
菱
油
化
に
四
日
市
工
場
で
ニ
ト
ン
、
朝
日
工
場
で
三
ト
ン
、
川
尻
工
場
で
ニ
ト
ン
、
ア
エ
ロ

ジ
ル
が
六
十
ト
ン
、
三
菱
瓦
斯
化
学
が
十
一
ト
ン
ニ
百
六
十
、
ク
ラ
＞
油
化
が
ニ
ト
ン
、
高
純
度
ツ
リ

n
ン
が
六
十
ト
ン
、
石
原
が
二
十

ト
ン
、
大
協
が
ニ
ト
ン
と
、
最
近
ま
で
は
中
電
四
日
市
火
力
が
十
ニ
ト
ン
あ
り
ま
し
た
が
現
在
使
用
し
て
お
ら
な
い
と
。
合
計
し
ま
す
と

百
六
十
ニ
・
ニ
六
ト
ン
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
し
て
、

市
長
。

い
こ
と
に
は
、
こ
の
教
訓
を
其
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

い
わ
ゆ
る
、
．
第
三

n
ン
ピ
ナ
ー
ト
に
対
し
て
出
島
方
式

い
ま
、

こ
こ
に
手
元
に
ご

こ
れ
は
液
体
塩
素
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
他
、
何
か
の
問
題
が
あ

っ
た
と
き
に
人
体
に
影
孵
の
あ
る
多
く
の
物
質
が
貯
蔵
さ
れ
、
ま
た
製
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
点
も
十
分
調
査
さ
れ
ま
し
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て
，
、
今
後
の
体
制
を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
。
今
後
、
あ
ま
り
時
間
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
て
、
、
さ
ら
に
担
当
の
常
任
委
員
会
、
ま
た
f

特
別
委
員
会
等
で
の
審
諾
を
お
顧
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
．
．

以
上
で
終
わ
り
ま
す
。

〇
誤
長
（
山
中
忠
一
君
）

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

す
で
に
、
幾
つ
か
の
問
題
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
へ
簡
単
に
ひ
と
つ
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

公
災
害
防
止
協
定
の
全
面
改
定
、
公
災
害
防
止
確
認
書
と
か
、

そ
う
い
う
も
の
を
こ
の
ア
エ
ロ
ジ
ル
の
事
件
を
教
訓
と
し
て
、
全
面
改

定
や
る
必
要
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
第
三
n
ン
ピ
ナ
ー
ト
と
結
ん
で
お
り
ま
す
協
定
の
中
に
も
有
害
ガ
ス
と
い
う
点
で
、

公
災
害
防
止
対
策
書
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
有
害
ガ
ス
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ら
の
ガ
ス
は
排
出
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
、
『
こ
う
書
い

て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
橋
本
諮
員
が
指
摘
し
ま
し
た
よ
う
に
、
四
日
市
東
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
塩
素
を
実
際
に
製
造
し
て
お

る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
ア
エ
ロ
ジ
ル
事
件
の
よ
う
な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
保
証
は
全
く
な
い
わ
け
で
す
。
あ
る
い
は
ま

た
、
災
害
防
止
対
策
と
い
う
形
の
中
で
万
．
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
付
近
に
災
害
が
波
及
し
な
い
よ
う
に
ご
当
局
に
ご
協
議
申
し
上
げ

ご
指
専
を
得
た
う
え
で
、
次
の
対
策
を
開
じ
ま
す
。
つ
ま
り
、
形
＾
害
が
発
生
し
た
場
合
の
こ
と
を
考
え
て
当
局
に
い
ろ
い
ろ
相
談
し
た
う

え
で
対
策
を
開
じ
る
、
あ
ら
か
じ
め
、
諮
じ
て
お
く
と
い
う
こ
と
を
う
た
つ
て
い
る
ん
で
す
が
へ
こ
の
第
三

n，
ン
ピ
ナ
ー
ト
に
つ
き
ま
し

て
も
、
そ
う
い
う
点
で
い
ろ
い
る
協
諾
が
な
さ
れ
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
f

た
っ
た
き
よ
ク
、

で
は
塩
素
を
製
造
し
て
い
る
工
場
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
使
用
し
て
い
る
の
は
ど
こ
か
、
ど
れ
だ
け
貯
蔵
し
、
使
用
し
て
い
る
か
、
と
い

う
も
の
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
つ
て
行
き
ま
し
て
も
、
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ん
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
の
な
い
よ
う
な
実
態
の
協
定
が
公
然

と
通
つ
て
お
る
と
い
う
こ
と
自
身
問
題
な
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
だ
け
で
も
現
在
の
公
災
害
防
止
協
定
、
あ
る
い
は
、
そ
の
防
止
対
策
書
、

確
認
書
と
い
う
も
の
は
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
わ
け
で
す
。

・
そ
の
ほ
か
に
も
幾
つ
か
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
度
の
事
故
を
教
訓
に
し
て
、
其
に
市
民
が
安
心
で
き
る
も
の
に
、
公
災

こ
う
い
う
点
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
先

害
防
止
協
定
の
全
面
的
な
改
定
を
や
る
。

し
て
の
対
策
上
に
ど
ん
な
欠
陥
が
あ
っ
た
の
か
、
ど

す
が
、
こ
の
事
件
か
ら
市
と

ほ
ど
市
長
報
告
の
中
で
経
過
報
告
書
と
な
っ
て
お
り
ま

ピ
ナ
ー
ト
全
体
に
い

ロ
ジ
ル
だ
け
の
問
題
だ
け
で
な
く
て
、
コ
ン

う
い
う
教
訓
を
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
、
企
業
の
上
で
単
に
ア
エ

、
ほ
と
ん
ど
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な

い
う
点
が
、
あ
ま
り
明
確
に
出
さ
れ
て
い
な
い

ま
何
を
求
め
る
べ
き
な
の
か
と

い
と
思
う
ん
で
す
。
こ
う
い
う
点
を
も
つ
と
明
確
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。

い
わ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
市
当
局
が
確
認
を
し
た

そ
れ
か
ら
、
た
と
え
ば
＿
＿
一
時
二
十
分
ご
ろ
に
そ
の
事
故
が
発
生
し
た
と

＇
す
。
二
十
五
分
た
っ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
消
防

の
が
、
ア
エ
ロ
ジ
ル
だ
と
確
認
し
た
の
が
三
時
四
十
五
分
ご
ろ
だ
と
書
か
れ
て
お
り
ま

、
北
消
防
署
に
は
．
ス
ー
ム
ア
ッ
プ
と

ヅ
チ
で
き
な
い
の
か
ど
う
か
。
何
か
、
お
話
開
き
ま
す
と

の
望
楼
な
ん
か
は
こ
う
い
う
も
の
を
キ
ャ

し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
南
消
防
署
、
こ
の
消
防
本
署

い
う
ん
で
す
か
、
何
か
し
て
、
ず
つ
と
、
そ
こ
が
見
え
る
よ
う
な
施
設
が
あ
る
らて

お
る
の
か
。
あ
れ
だ
け
も
う
も
う
と
、
こ
う
し
た
も
の

に
そ
ん
な
施
設
が
な
い
の
か
。
な
ぜ
、
そ
ん
だ
け
二
十
何
分
も
確
認
が
お
く
れ

ナ
け
れ
ど
も
、
公
害
対
策
課

に
•
そ
れ
か
ら
三
時
二
十
分
事
故
が
起
こ
つ
て
か
ら
私
は
、
た
ま
た
ま
公
害
対
策
課
に
ず
つ
と
居
た
わ
け
で

か
ら
．
＾
ド
ロ
ー
ル
カ
ー
と
い
い
ま
す
か
、
広
報
車
が
走
る
の
が
五
時
半
で
し
た
、
第
一
号
が
走
り
出
し
た
の
は
。
公
害
対
策
課
か
ら
走
り

ん
で
す
ね
。
そ
の
問
に
市
民
、
痛
い
、
な
に
痛
い
と
こ
う
や
つ
て
い
る
ん
で
す
。
私
た
ま
り
か
ね
て
ア

出
し
た
の
は
二
時
問
た
つ
て
い
る

入
、
こ
の
ガ
ス
に
対
し
て
、
ど
う
対

、
す
ぐ
に
住
民
に
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
カ

ェ
ロ
ジ
ル
の
工
場
長
に
、
・
ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
で
も
出
し
て

で
す
ね
、
追
つ
つ
か
た
い
、
そ
れ
も
大
事
だ
け
れ

処
し
た
ら
い
い
の
か
、
す
ぐ
に
広
報
せ
ょ
と
。
宣
伝
ヵ

1
で
一
台
、
二
台
回
っ
て
い
て

ど
追
つ
つ
か
な
い
そ
れ
だ
け
で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
す
ぐ
に
要
求
し
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
で
き
る

0
小
井
道
夫
君

小
井
道
夫
君
゜
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述
日
に
わ
た
り
ま
し
て
、
長
時
間
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
面
の
問
題
か
と
、

こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
ま
す
。

ん
で
し
よ
う
か
と
い
う
、
工
場
次
長
で
し
た
か
の
答
弁
で
す
。
全
く
、
こ
の
ふ
だ
ん
の
非
常
事
故
の
場
合
の
体
制
と
い
う
も
の
が
十
分
と

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
市
当
局
に
お
い
て
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
•
こ
う
い
う
点
を
一
体
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
反
省
さ
れ
た
の
か
、

も
う
少
し
明
確
に
、
具
体
的
た
事
実
経
週
の
中
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

J
`
-
r
、
.

〇
諾
長
（
山
中
忠
一
君
）
一
哀
境
部
長
。
．

〔
環
境
部
長
（
固
浦
和
己
君
）
登
坦
〕

〇
環
境
部
長
（
固
浦
和
已
君
）

市
長
に
か
わ
り
ま
し
て
、
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
ご
意
見
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
た
び
の
ア
エ
ロ
ジ
ル
の
事
故
の
経
験
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
公
災
害
防
止
協
定
を

全
面
的
に
改
定
す
る
意
図
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
災
害
防
止
協
定
な
い
し
は
確
認
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
の

諾
会
で
十
分
検
討
い
た
だ
い
て
締
結
を
し
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
の
経
験
に
徴
し
ま
し
て
、
幾
つ
か
の
問
題
点
を
反
省

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
全
面
的
な
改
定
に
つ
き
ま
し
て
検
討
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
一
昨
日
も
、
三
十
五
の
工
場
の
担
当
部
長
を

机
め
ま
し
て
、
そ
う
い
う
趣
旨
の
こ
と
で
指
示
を
い
た
し
て
ま
い
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
、
四
日
市
の
公
害
対
策
は
い
わ
ゆ
る

大
気
汚
染
に
よ
る
公
害
患
者
の
続
発
か
ら
、
市
民
を
守
る
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
ま
し
て
、
硫
黄
酸
化
物
の
削
減
と
い
う
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
、
公
害
行
政
、
哀
境
行
政
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
災
害
と
い
う
こ
の
場
合
の
、
い
ま
ま
で
の
考

え
方
の
公
災
害
は
、
四
日
市
の
企
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
亜
硫
酸
ガ
ス
等
の
有
害
物
質
を
削
減
を
し
て
い
き
、
縮
小
を
し
て
い
く
た
め
の
公

害
行
政
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
お
け
る
公
災
害
と
い
う
の
は
、
い
き
な
り
常
識
で
は
考
え
ら
れ
ぬ
よ
う
な
塩
素
ガ
ス
等
が
淵
洩
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
て
、
企
業
が
生
産
活
動
の
中
で
生
産
プ
ラ
ソ
ト
の
故
障
に
よ
つ
て
亜
硫
酸
ガ
ス
等
が
大
祉
に
出
る
と
、
そ
ぅ
い

う
場
合
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
の
公
害
行
政
で
は
、
そ
う
い
う
時
点
を
災
害
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
で
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

最
近
に
至
り
ま
し
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
火
災
が
起
き
、
煤
発
事
故
が
起
き
、
今
回
の
よ
う
な
塩
素
ガ
ス
等
の
淵
洩
を
す
る
と
い
う
よ
う

な
、
い
わ
ゆ
る
、

一
般
的
な
災
害
が
起
き
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
事
故
の
中
で
最
大
の
教
訓
は
、

0
話
長
（
山
中
忠
一
君
）

臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
防
止
協
定
の
改
定
を
考
え
て
い
き
た
い
と
、

い
ま
ぉ
話
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
、
事
故
緊
急
時
の
通
報
が
企
業
側
に
お
い

て
、
十
分
、
全
く
な
さ
れ
て
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
教
訓
で
あ
り
、
こ
れ
を
い
か
に
し
て
義
務
づ
け
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が

他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
．
、
こ
れ
を
も
つ
て
市
長
の
報
告
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
今
期
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
を
閉
じ
、
昭
和
四
十
九
年
五
月
四
日
市
市
諾
会

午
後
八
時
五
十
三
分
閉
会

ヽ

9
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署

名

議

員

署

名

議

員

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

四
日
市
市
議
会
諮
長

四
日
市
市
議
会
議
長

四
日
市
市
議
会
副
諮
長

野 JII 増 山 山

崎 村 山 中 口

貞

芳

英 忠 信

潔 生

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
市
当
局
に
お
い
て
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
。
＇
こ
う
い
う
点
を
一
体
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
反
省
さ
れ
た
の
か
、
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